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(1)
生の ｢メタモルフォロギー｣的形式としての遠近法
― テ ク ノ ロ ジ ー の 時 代 の 超 克 の た め に ―
Die Perspektive als "metamorphologische" Form des Lebens








｢存在するのは､ 遠 近 法 的 に観ることだけ､
ベノレスベクティーゲイシユ

























































































































＼ 図1 デュー ラー ｢構たわる裸婦を措
く画工｣
† 図2 デュー ラー ｢肖像を描く画工｣





























































































































































































































































































































































































何らのラチオ (根拠 ･理由 ･理性)も反映してい
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的 1896年版画を始めたムンクは､油彩画と同様のモテ 的 このような問いは､昭和62年度長野大学地域社会研
ィ-フの多くの銅版画､木版画､石版画を制作したo 究助成費交付析究 f-テクノロジーの太質-の哲学的反
図6も､その一つ､石版画の r'叫びJでその数年前に 省Jに於いても問いつづけられる｡
制作された油彩画のそれと構図的にはほとんど違いは
ないO
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